
小野礼子・武井優薫翻刻 

 

昭
和
三
十
二
年
三
月
調
査 

 
笠
岡
市
の
天
然
記
念
物 

 

ソ
ノ
三 

 

委
員 

佐
藤
清
明 

 

【
改
頁
】 

 

こ
の
冊
子
は
昭
和
三
十
二
年
三
月
廿
五
日
笠
岡
市
真
鍋
島
の
天
然
記
念
物
を
調
査
し
た
際
の
手
記
で
あ
る
。
本

調
査
に
あ
た
っ
て
は
笠
岡
市
教
育
委
員
会
阪
本
氏
及
び
笠
岡
市
真
鍋
島
支
所
長
札
場
誠
一
氏
の
御
協
力
を
得
る

○
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
厚
く
御
礼
を
申
上
げ
る
。 

本
輯
は
左
の
五
件
を
含
む
。 

 

記 

 

一
、 

 
 

真
鍋
大
島
の
イ
ヌ
グ
ス 

 
 

 
 

笠
岡
市
真
鍋
島 

二
、 

 
 

イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
自
生
地 

 
 

 
 

仝 
 

上 

三
、 

 
 

真
鍋
島
の
オ
オ
サ
ボ
テ
ン 

 
 

 

仝 
 

上 

四
、 

 
 

妙
見
の
ウ
バ
メ
ガ
シ 

 
 

 
 

 

仝 
 

上 

五
、 

 
 

真
鍋
島
の
ホ
ル
ト
ノ
キ 

 
 

 
 

仝 
 

上 

 

【
改
頁
】 

            



小野礼子・武井優薫翻刻 

 
「
真
鍋
島
附
近
図
（
二
万
五
千
分
ノ
一
）」 

 

 

【
改
頁
】 

 

真
鍋
島 

真
鍋
島
は
笠
岡
の
東
南
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
処
に
あ
っ
て
、
六
島
、
ハ
ブ
島
、
問
島
、
モ
ト
コ
島
、
大
島

等
を
衛
星
と
し
て
一
村
を
形
成
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
年
四
月
一
日
笠
岡
市
に
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
。
真
鍋

島
は
主
と
し
て
花
崗
岩
か
ら
な
る
弧
状
島
嶼
で
そ
の
周
囲
七
．
三
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
面
積
一
．
三
九
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
県
下
島
嶼
中
で
は
周
囲
で
第
九
位
に
面
積
で
第
十
一
位
を
占
め
る
。
人
口
約
二
千
人
。 

昭
和
五
年
六
月
十
九
日
私
は
こ
の
島
に
於
て
初
め
て
採
集
を
行
い
、
ホ
ル
ト
ノ
キ
、
モ
チ
ノ
キ
、
ヒ
ト
ツ
バ
、

マ
ル
バ
グ
ミ
等
を
得
た
。
そ
の
後
に
両
三
四
訪
ね
た
が
只
今
記
録
が
な
い
。
戦
後
に
昭
和
二
十
六
年
四
月
三
、
四

日
真
鍋
龍
太
郎
氏
を
訪
ね
て
全
島
を
探
査
し
た
。
当
時
村
長
久
一
虎
男
氏
、
助
役
山
下
○
美
男
氏
、
村
議
山
本
兼

一
氏
の
御
協
力
を
得
て
無
人
島
の
真
鍋
大
島
に
イ
ヌ
グ
ス
の
巨
樹
を
発
見
し
妙
見
山
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
を
県
下
第

一
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
巨
樹
と
断
定
し
た
。
翌
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
十
三
日
こ
こ
に
ま
た
上
陸
し
た
際
に
ホ
ル
ト
ノ

キ
は
花
が
満
開
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
、
イ
ヌ
グ
ス
と
ホ
ル
ト
ノ
キ
は
天
然
記
念
物
と
し
て

県
指
定
を
行
う
た
。 

 

そ
れ
よ
り
六
年
真
鍋
島
に
は
訪
問
の
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
最
近
の
模
様
を
伺
い
た
く
昭
和
三
十
二
年
一
月

廿
五
日
笠
岡
市
教
育
委
員
会
に
連
絡
し
て
笠
岡
駅
に
到
着
、
阪
本
主
事
の
出
迎
え
を
受
け
、
八
時
三
十
分
伏
越
港

出
発
、
途
中
神
島
瀬
戸
、
外
浦
、
白
石
北
木
に
寄
港
し
て
十
時
三
十
分
真
鍋
港
に
到
着
、
真
鍋
支
所
に
寄
り
来
意

を
告
げ
支
所
長
札
場
誠
一
氏
に
案
内
さ
れ
直
ち
に
真
鍋
大
島
に
向
う
。 



小野礼子・武井優薫翻刻 

  

真
鍋
大
島
の
イ
ヌ
グ
ス 

 

真
鍋
島
の
北
方
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
瓢
形
の
無
人
島
真
鍋
大
島
が
あ
る 

○
船
で
約
十
五
分
、
こ
の
島
は
先
島

と
前
島
と
に
分
れ
、
接
続
部
は
大
潮
の
と
き
は
没
水
す
る
。
前
島
の
西
面
、
海
抜
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
斜
面
に
あ
た

っ
て
森
林
の
様
相
を
呈
し
て
繁
茂
し
て
お
る
の
が
本
樹
で
あ
っ
て
東
西
二
株
に
分
る
。
東
株
は
上
方
に
あ
っ
て
大

き
く
、
西
株
は
下
方
に
隣
接
し
○
○
小
さ
い
。
東
株
の
東
隅
に
山
ノ
神
を
祀
っ
て
お
る
。 

 

イ
ヌ
グ
ス
は
ク
ス
ノ
キ
科
に
属
し
、
ク
ス
ノ
キ
に
似
て
い
て
材
は
楠
に
劣
る
。
イ
ヌ
グ
ス
の
名
は
こ
こ
に
起
っ

た
。
タ
ブ
ノ
キ
、
タ
マ
グ
ス
等
の
異
名
も
あ
る
。
五
月
に
は
黄
緑
色
の
小
花
三
萼
三
弁
、
一
雌
蕊
十
二
雄
蕊
を
開

出
し
秋
に
黒
紫
色
の
球
状
○
果
を
生
ず
る 

 

【
改
頁
】 
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「
真
鍋
島
大
島
の
図
」 

 

 

【
改
頁
】 

 

県
下
の
島
嶼
（
周
囲
一
里
以
上
） 

面
積
㎢ 

 
 

 

周
囲
㎞ 
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⒈ 

鹿
久
居
島 

 

和
気
郡
日
生
町 

 

一
〇
．
〇
二 

 

二
四
．
二
二 

⒉ 

神
島 

 
 

 

笠
岡
市 

 
 

 
 

 

九
．
二
五 

 

一
六
．
一
五 

⒊ 
犬
島 

 
 

 

西
大
寺
市 

 
 

 
 

六
．
七
九 

 
 

六
．
二
二 

⒋ 
北
木
島 

 
 

笠
岡
市 

 
 

 
 

 

六
．
四
八 

 

一
九
．
〇
九 

⒌ 

長
島 

 
 

 

邑
久
郡
裳
掛
村 

 
 

三
．
五
五 

 

一
五
．
四
九 

⒍ 

白
石
島 

 
 

笠
岡
市 

 
 

 
 

 

二
．
九
三 

 

一
〇
．
〇
四 

⒎ 

六
口
島 

 
 

児
島
市 

 
 

 
 

 

二
．
六
三 

 
 

五
．
六
七 

⒏ 

石
島 

 
 

 

児
島
郡
東
児
町 

 
 

二
．
四
七 

 
 

七
．
八
五 

⒐ 

前
島 

 
 

 

邑
久
郡
牛
窓
町 

 
 

二
．
四
七 

 
 

九
．
八
四 

⒑ 

鴻
島 

 
 

 

和
気
郡
日
生
町 

 
 

一
．
八
五 

 
 

八
．
九
四 

⒒ 

真
鍋
島 

 
 

笠
岡
市 

 
 

 
 

 

一
．
三
九 

 
 

七
．
三
一 

⒓ 

大
飛
島 

 
 

笠
岡
市 

 
 

 
 

 
一
．
〇
八 

 
 

六
．
四
四 

⒔ 

六
島 

 
 

 

笠
岡
市 

 
 

 
 

 

一
．
〇
八 

 
 

四
．
五
八 

⒕ 

○
島 

 
 

 

和
気
郡
備
前
町 

 
 

〇
．
九
三 

 
 

四
．
五
八 

⒖ 

髙
島 

 
 

 

笠
岡
市 

 
 

 
 

 

〇
．
九
三 

 
 

五
．
七
八 

⒗ 

曽
島 

 
 

 

和
気
郡
日
生
町 

 
 

〇
．
七
七 

 
 

四
．
五
八 

⒘ 

片
島 

 
 

 

笠
岡
市 

 
 

 
 

 

〇
．
四
六 

 
 

四
．
三
六 

⒙ 

小
飛
島 

 
 

笠
岡
市 

 
 

 
 

 

〇
．
三
一 

 
 

六
．
六
五 

 

天
然
記
念
物 

昭
和
二
六
．
六
．
二
二
県
指
定
、 

学
名 

M
a

c
h
ilu

s
 th

u
n

b
e

rg
ii S

. e
t Z

. 

（
ク
ス
ノ
キ
科) 

真
鍋
大
島
の
イ
ヌ
グ
ス 

 
 

笠
岡
市
真
鍋
島
、
字
前
大
島
五
五
七
〇
ノ
一 

市
有
地 

海
抜
四
〇
メ
ー
ト
ル 

東
株
（
上
方
）
目
通
五
．
三
メ
ー
ト
ル 

高
一
五
．
五
メ
ー
ト
ル 

地
上
二
メ
ー
ト
ル
よ
り
二
枝
に
分
岐 

西
株
（
下
方
）
〃 

三
．
五
メ
ー
ト
ル 

〃 

八
．
五 

 
 

 
 

地
上
二
メ
ー
ト
ル
よ
り
二
枝
に
分
岐 

枝
張
り
東
西
二
七
メ
ー
ト
ル 

南
北
二
一
メ
ー
ト
ル
約
七
○
○
を
覆
う 

樹
令
四
〇
〇
年
と
推
定 

ス
ノ
タ
オ
五
○
二
○
二
九
○ 

  

【
改
頁
】 

 

イ
ヌ
グ
ス
は
東
亜
の
特
産
で
、
大
体
に
於
て
暖
帯
を
好
ん
で
自
生
す
る
。
本
樹
は
勿
論
自
生
品
と
考
え
ら
れ
る
。

ク
ス
ノ
キ
科
に
属
し
花
が
預
生
す
る
○
で
他
属
と
明
瞭
に
区
別
さ
れ
る
。 

イ
ヌ
グ
ス
の
日
本
一
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
福
井
県
小
浜
市
の
小
浜
神
社
境
内
に
あ
る
「
小
浜
神
社
の
九

本
ダ
モ
」
で
昭
和
六
年
三
月
国
指
定
の
も
の
が
あ
っ
て
根
元
周
囲
一
〇
．
七
メ
ー
ト
ル
、
根
元
か
ら
九
枝
に
分
れ

て
最
大
の
枝
は
周
囲
三
、
一
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
こ
れ
を
本
樹
と
比
較
す
れ
ば
左
の
通
り
。 

  
 

 
 

小
浜
の
九
本
ダ
モ 

 
 

目
通 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

根
元
一
〇
．
七
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

本
樹 

 
 

 
 

 
 

 

〃 

五
．
三
メ
ー
ト
ル 

 
 

〃 
 

六
．
二
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〃 

三
．
五
メ
ー
ト
ル 

 
 

〃 
 

四
．
二
メ
ー
ト
ル 

 

こ
れ
を
以
て
本
樹
は
日
本
第
二
の
イ
ヌ
グ
ス
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
の
価
値
が
あ
る
。
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笠
岡
港
外
か
ら
既
に
こ
こ
の
樹
影
を
認
め
望
見
し
て
一
大
森
林
の
観
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
切
に
保
存
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。 

 

イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
自
生
地 

前
大
島
を
辞
し
て
真
鍋
島
の
本
島
に
帰
り
東
端
の
岩
坪
に
て
岬
に
イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
自
生
地
を
見
る
。
こ
こ
は
花

崗
岩
の
台
地
で
岩
上
に
小
群
落
が
あ
っ
て
越
年
し
て
お
る
。
イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
（
岩
大
戟 

E
u
p

h
o

rb
ia

 

jo
lk

in
ii B

o
is

s
.

）
は
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
に
属
す
る
多
年
生
の
草
本
、
高
さ
五
〇
セ
ン
チ
位
、
葉
は
多
数
叢
生
し
全

辺
円
頭
○
○
針
形
、
五
月
頃
に
帯
黄
色
の
花
を
つ
け
、
秋
に
朔
果
を
生
ず
る
。
本
州
、
四
国
、
九
州
か
ら
台
湾
ま

で
の
暖
帯
海
岸
植
物
で
あ
る
。
有
毒
で
そ
の
成
分
は
ヨ
ウ
ホ
ル
ビ
ン
（E

u
p
h

o
rb

in

）
〇
下
剤
で
あ
る
。
岡
山
県
で

は
和
気
郡
頭
島
に
分
布
す
る
の
み
で
他
に
は
見
な
い
。
兵
庫
県
に
は
産
せ
な
い
。
香
川
県
に
は
円
上
島
に
見
る
。 

昭
和
五
年
十
一
月
天
皇
陛
下
岡
山
に
行
幸
の
際
イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
は
海
岸
植
物
の
珍
し
い
も
の
と
し
て
○
果
と

鉢
植
標
本
を
天
覧
に
供
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
原
地
は
美
事
な
イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
の
自
生
を
見
る
が
惜
し
い
こ
と

に
個
体
数
が
少
い
。
十
分
に
保
護
し
て
も
っ
て
繁
茂
○
○
○
○
○
○
。 

 

【
改
頁
】 

 

「
イ
ヌ
グ
ス
」 

 

 

【
改
頁
】 

 

https://en.wikipedia.org/wiki/Pierre_Edmond_Boissier
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「
イ
ワ
タ
イ
ゲ
キ
」 

 

 

【
改
頁
】 

 

真
鍋
島
の
オ
オ
サ
ボ
テ
ン 

正
午
、
真
鍋
島
本
浦
に
上
り
、
支
所
に
て
休
憩
、
昼
食
後
に
伴
わ
れ
て
久
一
氏
邸
の
オ
オ
サ
ボ
テ
ン
を
見
る
。

円
福
寺
の
前
に
あ
っ
て
寺
の
石
垣
に
接
し
て
お
る
。
測
定
の
結
果
左
の
通
り
。 

 

真
鍋
島
の
オ
オ
サ
ボ
テ
ン
（
一
名 

ハ
シ
ラ 

サ
ボ
テ
ン
） 

 
 

 
 

学
名 

C
e

re
u

s
 g

ig
a

n
te

u
s

 E
N

G
. 

 

私
名 

オ
オ
サ
ボ
テ
ン 

 

サ
ボ
テ
ン
科 

 
 

 
 

本
種
は
ア
メ
リ
カ
の
ア
リ
ゾ
ナ
、
メ
キ
シ
コ
等
に
自
生
し
熱
帯
で
は
高
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る

も
の
が
あ
る 

 
 

 
 

茎
の
周
囲 

〇
．
六
メ
ー
ト
ル 

 

高
さ 

五
．
二
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

持
主 

久
一
○
平
氏 

 
 

 
 

来
歴 

昭
和
二
年
頃
沖
縄
方
面
よ
り
移
植
し
た
と
い
う
。 

 

只
一
株
で
、
茎
の
中
途
か
ら
数
枝
を
分
っ
て
お
る
。
毎
年
白
花
を
開
く
由
で
あ
る
。
県
下
稀
に
見
る
大
き
な
も

の
で
あ
る
が
冬
に
不
時
に
寒
波
の
た
め
損
傷
す
る
憂
が
あ
る
か
ら
分
植
し
て
繁
殖
を
図
っ
て
ほ
し
い
。 

 

妙
見
の
ウ
バ
メ
ガ
シ 



小野礼子・武井優薫翻刻 

 

久
一
邸
を
辞
し
て
丘
陵
を
上
り
、
妙
見
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
を
見
る
。
こ
こ
は
昭
和
二
十
六
年
四
月
三
日
真
鍋
龍
太

郎
氏
に
伴
わ
れ
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
巨
樹
は
そ
の
時
の
○
を
そ
の
ま
ま
に
と
ど
め
て
お
る
。
た
だ
現
在

は
附
近
一
帯
花
圃
と
な
っ
て
い
て
、
清 

 

【
改
頁
】 

 

楚
な
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
の
花
が
群
し
て
お
る
。
海
抜
三
〇
メ
ー
ト
ル
許
で
、
本
浦
港
の
○
○
が
手
に
と
る
よ
う
に
見

え
る
。 

 

天
然
記
念
物 

妙
見
の
ウ
バ
メ
ガ
シ 

 
 

笠
岡
市
真
鍋
島
字
妙
見
山 

市
有
地 

学
名 

Q
u

e
rc

u
s

 p
h

illy
ra

e
o

id
e

s
 A

. G
R

A
Y

. 

（
ブ
ナ
科
） 

目
通
周
囲 

二
．
六
七
メ
ー
ト
ル 

 

根
元
周
囲 

三
．
六
八
メ
ー
ト
ル 

 

高 

九
メ
ー
ト
ル 

 

齢 

三
百
年 

  

玉
島
市
小
原
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
と
並
ん
で
県
下
ウ
バ
メ
ガ
シ
中
の
白
眉
で
あ
る
。
環
境
が
整
備
さ
れ
て
な
い
の
は

惜
し
い
。 

 

真
鍋
島
の
ホ
ル
ト
ノ
キ 

妙
見
を
下
り
て
真
鍋
氏
邸
の
ホ
ル
ト
ノ
キ
を
見
る
。
本
樹
は
昭
和
五
年
六
月
十
九
日
始
め
て
存
在
を
知
り
、
県

下
に
於
け
る
該
樹
の
唯
一
の
も
の
で
あ
り
且
つ
か
な
り
の
巨
樹
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
岡
山
県
に
県
指
定
文
化
財

の
条
令
が
設
け
ら
れ
る
や
最
初
に
指
定
し
よ
う
と
考
え
真
鍋
島
村
に
通
告
し
て
指
定
申
請
書
の
提
出
を
促
し
た
。

持
主
真
鍋
龍
太
郎
氏
は
喜
ん
で
申
請
を
致
さ
れ
昭
和
二
十
六
年
四
月
三
日
右
の
申
請
に
応
じ
て
踏
査
、
六
月
二
十

二
日
県
知
事
指
定
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
数
回
視
察
し
た
が
、
都
度
温
顔
を
以
て
迎
え
ら
れ
た
真
鍋
翁

は
昨
年
八
十
歳
の
高
齢
で
逝
去
さ
れ
て
、
今
日
は
邸
内
音
な
く
昔
日
を
回
憶
し
て
感
慨
無
量
で
あ
っ
た
。 

真
鍋
家
は
真
鍋
島
の
豪
族
で
、
備
中
府
志
に
真
鍋
城
主
真
鍋
四
郎
祐
久
一
ノ
谷
平
家
築
城
の
○
、
平
家
に
随
従
、

軍
功
あ
り
と
記
さ
れ
、
弟
真
鍋
五
郎
祐
光
、
生
田
の
森
の
先
陣
に
戦
功
を
た
て
た
こ
と
源
平
盛
衰
記
に
も
見
え
る
。

真
鍋
氏
荘
有
の
系
図
に
つ
い
て
見
る
に
藤
大
納
言
信
成
の
子
、
不
節
中
太
夫
が
真
鍋
島
に
配
流
し
て
真
鍋
、
北
木
、

飛
島
、
六
島
を
領
有
し
て
真
鍋
氏
を
称
す
と
あ
る
。 

 

【
改
頁
】 

 

ホ
ル
ト
ノ
キ
は
モ
ガ
シ
と
も
い
い
台
湾
、
琉
球
に
多
く
熱
帯
暖
帯
性
の
常
緑
喬
木
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
持
来

っ
た
と
て
こ
の
名
が
あ
る
が
、
牧
野
冨
太
郎
博
士
に
よ
れ
ば
、
オ
リ
ー
ブ
を
ホ
ル
ト
ノ
キ
と
称
し
た
の
を
誤
っ
て

こ
の
木
に
用
い
た
と
の
事
で
あ
る
。
広
島
県
豊
田
郡
大
長
島
に
宇
津
美
○
社
境
内
に
あ
る
ホ
ル
ト
ノ
キ
を
筆
頭
に
、

静
岡
、
和
歌
山
の
○
○
○
○
兵
庫
、
香
川
県
に
も
分
布
す
る
が
我
が
岡
山
県
下
に
は
自
生
物
は
な
い
。
本
樹
は
伝

え
に
よ
る
と
香
川
県
よ
り
移
植
し
た
と
い
う
。
最
近
に
浅
口
郡
里
庄
町
磯
川
〇
介
氏
邸
内
に
ホ
ル
ト
ノ
キ
が
移
植

さ
れ
て
か
な
り
成
長
し
て
お
る
の
が
判
っ
た
。
或
は
こ
れ
を
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 



小野礼子・武井優薫翻刻 

  

天
然
記
念
物 

 
 

 

昭
和
二
六
年
六
月
二
二
日
岡
山
県
知
事
指
定 

真
鍋
島
の
ホ
ル
ト
ノ
キ
（
一
名
モ
ガ
シ
） 

 
 

笠
岡
市
真
鍋
島
本
浦
四
〇
二
六 

真
鍋
龍
太
郎
氏
邸
内 

学
名 

E
la

e
o
c
a

rp
u

s
 d

e
c
ip

ie
n

s
 H

E
M

S
L

. 

（
ホ
ル
ト
ノ
キ
科
） 

 
 

目
通
周
囲 
二
．
四
メ
ー
ト
ル 

 

根
元
周
囲 

二
．
六
メ
ー
ト
ル 

 

高 

一
．
二
メ
ー
ト
ル 

 

齢 

一 

五
〇
年 

  

真
鍋
島
の
文
化
財
の
要
所
を
視
察
し
終
っ
た
の
で
午
後
三
時
乗
船
、
五
時
十
五
分
伏
越
港
帰
着
。 


